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次

 

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
財　

政　

課
）　
　

一

告　
　
　

示  
 

 
 

〇
緑
地
環
境
保
全
地
域
の
指
定 

（
自
然
保
護
課
）　
　

一

〇
緑
地
環
境
保
全
地
域
の
保
全
計
画
の
概
要 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
緑
地
環
境
保
全
地
域
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
緑
地
環
境
保
全
地
域
の
保
全
計
画
の
概
要 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
政
策
課
）　
　

三

〇
知
事
指
定
薬
物
の
指
定 

（
薬　

務　

課
）　
　

三

〇
飼
料
の
試
験
結
果
の
公
表 
（
畜　

産　

課
）　
　

四 

〇
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
に
係
る
皆
伐
面
積
の
許
容
限
度 
（
森
林
整
備
課
）　
　

五

〇
漁
場
計
画
の
決
定 

（
水
産
業
振
興
課
）　
　

六

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
認
可 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　
　

八

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　
　

八

公　
　
　

告

〇
平
成
二
十
八
年
度
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況 

（
県
政
情
報
公
開
室
）　
　

八 

〇
平
成
二
十
八
年
度
情
報
公
開
条
例
の
施
行
状
況 

（　
　

同　
　

）　

一
〇

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

一
一 

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定

　

（
二
件
） 

（
教
育
庁
教
育
企
画
室
）　

一
二 

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定
（
二

　

件
） 

（
警
察
本
部
会
計
課
）　

一
二

監
査
委
員  

 
 

 

〇
定
期
監
査
の
結
果
の
公
表
（
二
件
） 

一
三

公
安
委
員
会  

 
 

 

〇
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
九

規　
　
　

則

　

手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
七
号

　
　
　

手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
技
能
検
定
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
若
年
者
に
係
る
手
数
料
の
減
免
）

５ 　

知
事
は
、
表
二
百
三
十
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三

百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
を
除
く
。）
が
、
受
け
よ
う
と
す
る
試
験
が
実

施
さ
れ
る
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
い
て
三
十
五
歳
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
二
級
及
び
三
級
の
実
技
試

験
に
係
る
手
数
料
に
限
り
、
九
千
円
（
表
二
百
三
十
の
項
の
下
欄
一
ロ
に
規
定
す
る
在
校
生
が
、
機
械
検
査
及
び
婦

人
子
供
服
製
造
の
職
種
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
七
千
円
、
和
裁
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト
製
図
及
び
電
気
製
図
の
職
種
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
五
千

八
百
円
）
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
四
号

　

自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
五
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
緑
地
環

境
保
全
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一　

名　

称

　
　

昭
和
万
葉
の
森
緑
地
環
境
保
全
地
域

二　

区　

域

　
　

黒
川
郡
大
衡
村

　
　

 　

大
衡
字
鐙
沢
三
十
八
番
、
三
十
九
番
、
六
十
九
番
、
七
〇
番
の
一
、
七
〇
番
の
二
、
七
〇
番
の
三
、
字
平
林
三

十
八
番
の
一
、
三
十
八
番
の
二
、
三
十
八
番
の
三
、
三
十
九
番
の
一
〇
、
三
十
九
番
の
二
十
一
、
七
〇
番
の
一
、

百
十
五
番
、
百
十
六
番
、
百
十
七
番
、
百
十
八
番
の
一
、
百
十
八
番
の
三
、
百
二
十
二
番
の
三
、
百
二
十
三
番
、

百
二
十
五
番
、
百
二
十
六
番

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
五
号

　

自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
五
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昭
和
万
葉

の
森
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

１　

保
全
す
べ
き
自
然
環
境
の
特
質

　
　

 　

本
地
域
は
黒
川
郡
大
衡
村
に
位
置
す
る
。
こ
の
一
帯
は
標
高
五
十
〜
百
メ
ー
ト
ル
前
後
の
定
高
性
の
丘
陵
地
帯

で
あ
る
。
住
宅
地
・
工
業
団
地
に
近
接
し
た
里
山
で
あ
り
な
が
ら
、
本
地
域
で
は
ハ
ン
ノ
キ
群
落
等
希
少
な
植
物

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
動
物
相
で
は
、
ほ
乳
類
、
鳥
類
、
魚
類
及
び
昆
虫
類
が
と
も
に
豊
富
で
あ
り
、
良
好
な
生

息
状
況
を
示
し
て
い
る
他
、
地
形
的
に
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　

２　

権
利
制
限
関
係
等
の
概
要

法　

令　

の　

名　

称

地
域
（
地
区
）
名
等

大 

衡 

村

備　
　

考

都
市
計
画
法

（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）

都
市
計
画
区
域

　
　

　
　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）

農
業
振
興
地
域

　
　

　
　

森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九

号
）

保
安
林

一
部

　
　

砂
防
法

（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）

砂
防
指
定
地

　
　

　
　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止

に
関
す
る
法
律

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
　
　

　
　

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）

　

３　

保
全
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
方
針

　
　
　

良
好
な
自
然
環
境
を
有
す
る
本
地
域
を
、
県
民
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
保
全
す
る
た
め
、
自
然
環
境

　
　

保
全
条
例
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
規
制
を
行
う
。

　

４　

保
全
施
設
に
関
す
る
方
針

　
　
　

本
地
域
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
主
要
な
箇
所
に
案
内
板
及
び
標
識
を
設
置
す
る
。

二　

保
全
の
た
め
の
施
設
に
関
す
る
事
項

　
　

保
全
施
設
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

施
設
の
名
称
・
種
類

位　
　
　

置　

　

規
模
・
構
造

工　
　

種

摘　
　

要

案
内
板

黒
川
郡
大
衡
村

〇
・
九
メ
ー
ト
ル
×

一
・
五
メ
ー
ト
ル

新
設
及
び
改
良

必
要
に
応
じ
て

設
置
す
る
。

標
識

〃

〇
・
四
メ
ー
ト
ル
×

〇
・
六
メ
ー
ト
ル

〃

　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号

　

自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
五
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
緑
地
環

境
保
全
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

名　

称

　
　

番
ヶ
森
山
周
辺
地
域
緑
地
環
境
保
全
地
域

二　

区　

域

　
 　

左
記
の
う
ち
、
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号
で
指
定
さ
れ
た
東
成
田
の
自
然
林
県
自
然
環
境
保
全
地

域
の
区
域
に
含
ま
れ
な
い
区
域

　
　

宮
城
郡
利
府
町

　
　
　

春
日
字
黒
森
十
六
番
の
一
、
十
六
番
の
二
、
十
六
番
の
三
、
十
六
番
の
九
、
三
十
五
番
の
三

　
　
　

森
郷
字
名
古
曽
三
十
二
番
の
二
、
四
十
四
番
の
二

　
　

黒
川
郡
大
郷
町

　
　

 　

川
内
字
中
埣
山
六
十
四
番
、
六
十
五
番
、
六
十
五
番
の
五
十
八
、
八
十
一
番
の
一
、
八
十
一
番
の
二
、
八
十
一

番
の
三
、
八
十
二
番
の
一
、
八
十
二
番
の
六
、
八
十
二
番
の
七
、
八
十
二
番
の
八
、
八
十
二
番
の
九
、
字
大
森
下
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九
番
、
字
舘
山
十
四
番
の
一

　
　

 　

東
成
田
字
板
谷
東
山
三
番
の
一
、
三
番
の
二
十
三
、
字
板
谷
西
山
二
番
の
一
、
二
番
の
二
、
三
〇
番
の
一
、
三

〇
番
の
二
、
三
十
六
番
、
四
十
一
番
、
字
北
沢
山
二
番
の
一
、
二
番
の
三
、
十
三
番
、
字
新
田
一
番

　
　
　

土
橋
字
明
ケ
沢
入
山
八
番
の
一
、
九
番

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
七
号

　

自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
五
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
番
ヶ
森
山

周
辺
地
域
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

１　

保
全
す
べ
き
自
然
環
境
の
特
質

　
　

 　

本
地
域
は
、
黒
川
郡
大
郷
町
及
び
宮
城
郡
利
府
町
に
位
置
す
る
標
高
二
百
十
一
メ
ー
ト
ル
の
番
ヶ
森
山
の
周
辺

地
域
で
あ
る
。
番
ヶ
森
山
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
植
林
に
つ
い
て
は
豊
富
な
植
物
が
生
育
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
動
物
相
で
は
、
ほ
乳
類
、
鳥
類
及
び
昆
虫
類
が
豊
富
で
あ
り
、
良
好
な
生
息
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　
　

 　

そ
の
景
観
は
利
府
町
市
街
地
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
地
域
は
、
既
指
定
の
「
東
成
田
の
自
然

林
県
自
然
環
境
保
全
地
域
」
及
び
「
県
民
の
森
緑
地
環
境
保
全
地
域
」
の
近
隣
に
位
置
し
、
単
独
で
動
植
物
の
良

好
な
生
息
・
生
育
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
両
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
リ
ド
ー
（
回
廊
）
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

２　

権
利
制
限
関
係
等
の
概
要

法　

令　

の　

名　

称

地
域
（
地
区
）
名
等

大 

郷 

町

利 
府 
町

都
市
計
画
法

（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）

都
市
計
画
区
域

一
部
（
白
地
）

　
　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）

農
業
振
興
地
域

一
部

　
　

森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九

号
）

保
安
林

一
部

一
部

砂
防
法

（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）

砂
防
指
定
地

　
　

　
　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止

に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
　
　

　
　

　

３　

保
全
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
方
針

　
　

 　

良
好
な
自
然
環
境
を
有
す
る
本
地
域
を
、
県
民
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
保
全
す
る
た
め
、
自
然
環
境

保
全
条
例
第
二
十
六
条
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
規
制
を
行
う
。

　

４　

保
全
施
設
に
関
す
る
方
針

　
　
　

本
地
域
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
主
要
な
箇
所
に
案
内
板
及
び
標
識
を
設
置
す
る
。

二　

保
全
の
た
め
の
施
設
に
関
す
る
事
項

　
　

保
全
施
設
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

施
設
の
名
称
・
種
類

位　
　
　

置　

　

規
模
・
構
造

工　
　

種

摘　
　

要

案
内
板

黒
川
郡
大
郷
町

宮
城
郡
利
府
町

〇
・
九
メ
ー
ト
ル
×

一
・
五
メ
ー
ト
ル

新
設
及
び
改
良

必
要
に
応
じ
て

設
置
す
る
。

標
識

〃

〇
・
四
メ
ー
ト
ル
×

〇
・
六
メ
ー
ト
ル

〃

　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
八
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

大
泉
記
念
病
院

白
石
市
福
岡
深
谷
字
一
本
松
五

番
地
一

平
成
二
十
九
年
九
月
一

日

平
成
三
十
二
年
八
月
三

十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
九
号

　

宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
条
例
第
六
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
知
事
指
定
薬
物
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

　

１ 　

化
学
名　

一

－

（
五

－

フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
チ
ル
）

－

Ｎ

－

フ
ェ
ニ
ル

－

一
Ｈ

－

イ
ン
ド
ー
ル

－

三

－

カ
ル
ボ
キ
サ

ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
Ｌ
Ｔ
Ｉ

－

７
０
１
）

　

２ 　

化
学
名　

二

－

（
二

－

フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

－

二

－

（
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

－

一

－

オ
ン
及
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び
そ
の
塩
類（
通
称
名
：
２

－

Ｆ
ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｏ
ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｏ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
又
は
２

－

Ｆ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
）

　

３ 　

化
学
名　

三

－

エ
チ
ル

－

二

－

（
三

－

フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
モ
ル
フ
ォ
リ
ン
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
３

Ｆ

－

Ｐ
ｈ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
又
は
３

－

Ｆ
Ｐ
Ｅ
）

二　

指
定
の
理
由

　

 　

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用
（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
。）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
。

三　

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日　

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
号

　

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
六
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
六
月
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
29年
６
月
収
去

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

収
去
場
所

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分
　
　
　
　
　
　
飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

ナ
ー
リ
ン
株
式
会
社
東

北
工
場

大
郷
町

同
左

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

入
り
混
合
飼
料

Ｔ
Ｍ
Ｒ
ベ
ー
ス
Cell

H
29.５

重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

無

株
式
会
社
稲
井

塩
釜
工
場

塩
釜
市

同
左

魚
粉

60％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
H
29.６

重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

無

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

平
成
29年
６
月
収
去

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

収
去
場
所

飼
料
の
名
称

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

試
験

項
目

違
反
の
内
容

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

同
左

ノ
ー
サ
ン
印
子
豚
人
工
乳
前
期

用
配
合
飼
料

H
29.６

栄
養
成
分
等
－
粗
た
ん
白
質
，
粗
脂
肪
，
粗
繊
維
，
粗
灰
分
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
り
ん
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〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
一
号

　

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年

度
に
お
け
る
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
残
存
許
容
限
度
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

同
一
の
単
位
と
さ
れ
る

保
安
林
の
種
類 

 
皆
伐
面
積
の
限
度
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

 

保
安
林
等
の
区
域

水
源
か
ん
養
保
安
林 

本
吉
地
区 

三
四
三
・
九
八

 

北
上
川
下
流 
三
二
八
・
〇
一

 

石
巻
地
区 
三
五
一
・
二
八

 

迫
川
地
区 

一
、
〇
五
二
・
〇
八

 

江
合
川
上
流 

七
一
〇
・
三
八

 

鳴
瀬
川
上
流 

一
、
二
三
一
・
九
六

 

江
合
川

 

　
　
　

下
流 

〇
・
八
六

 

鳴
瀬
川

 

黒
川
地
区 

二
一
三
・
一
〇

 

仙
台
地
区 

一
、
三
三
三
・
〇
八

 

白
石
地
区 

一
、
五
〇
三
・
四
五

土
砂
流
出
防
備
保
安
林 

本
吉
地
区 

二
四
・
九
八

 

北
上
川
下
流 

八
・
〇
一

 

石
巻
地
区 

二
五
・
〇
〇

 

迫
川
地
区 

六
七
・
八
〇

 

江
合
川
上
流 

一
六
三
・
九
六

 

鳴
瀬
川
上
流 

二
四
〇
・
三
四

 

江
合
川

 

　
　
　

下
流 

一
二
・
一
二

 

鳴
瀬
川

 

黒
川
地
区 

三
三
・
八
四

 

仙
台
地
区 

六
六
・
八
八

 

白
石
地
区 

二
一
三
・
三
八

防
風
保
安
林 

蔵
王
町 

〇
・
一
二

 

川
崎
町 

〇
・
四
六

干
害
防
備
保
安
林 

仙
台
市 

五
・
一
八

 

石
巻
市 

二
七
・
九
八

 

気
仙
沼
市 

二
三
・
三
〇

 

白
石
市 

三
・
一
八

 

角
田
市 

二
・
〇
八

 

登
米
市 

九
・
九
四

 

栗
原
市 

〇
・
三
八

 

東
松
島
市 

四
・
三
四

 

大
崎
市 

五
七
・
三
二

 

七
ケ
宿
町 

五
・
一
四

 

柴
田
町 

〇
・
九
八

 

丸
森
町 

二
・
七
二

 

大
和
町 

三
・
六
〇

 

大
郷
町 

〇
・
三
〇

 
加
美
町 

六
・
七
二

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

同
左

Ｊ
Ｆ
印
銀
鮭
育
成
用
配
合
飼
料

ぎ
ん
太
郎
カ
ラ
ー
10Ｐ

H
29.６

栄
養
成
分
等
－
粗
た
ん
白
質
，
粗
脂
肪
，
粗
繊
維
，
粗
灰
分
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
り
ん

株
式
会
社
稲
井

塩
釜
工
場

塩
釜
市

同
左

60％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
H
29.６

栄
養
成
分
等
－
粗
た
ん
白
質
，
粗
脂
肪
，
粗
灰
分

（
注
）
 　
飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
区
分
の
欄
中
「
໐ 規」
と
あ
る
の
は
，
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条

第
１
項
，
第
29条

第
２
項
又
は
第
30条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。

宮　　城　　県　　公　　報（5）　平成29年９月１日　金曜日 第2888号



 

女
川
町 

一
六
・
八
二

 

南
三
陸
町 

〇
・
七
六

魚
つ
き
保
安
林 

石
巻
市 

一
六
・
九
六

 

気
仙
沼
市 

二
・
五
六

 

東
松
島
市 

〇
・
四
二

 

女
川
町 

〇
・
九
二

 
南
三
陸
町 

〇
・
九
〇

保
健
保
安
林 

宮
城
北
部
地
区 

一
八
・
五
四

 

宮
城
南
部
地
区 

六
・
九
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
種
類
、
漁
場
の
位
置

及
び
区
域
、
漁
業
時
期
そ
の
他
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
、
免
許
予
定
日
、
申
請
期
間
並
び
に
地
元
地
区
を
次
の
と

お
り
定
め
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

漁
業
種
類
、
漁
場
の
位
置
及
び
区
域
、
漁
業
時
期
そ
の
他
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
並
び
に
地
元
地
区　

次
の

と
お
り

公
示
番
号
漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期

漁
場
の
位
置

漁
　
場
　
区
　
域
（
経
緯
度
数
値
は
世
界
測
地
系
に
よ
る
）

制
限
又
は
条
件

地
元

地
区

存
続

期
間

区
第
2665

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

石
巻
市
小
竹
浜

生
草
島
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
オ
，
カ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°21.97′，

東
経
141°21.58′の

点
　
イ
　
北
緯
38°21.61′，

東
経
141°21.96′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°21.26′，

東
経
141°22.33′の

点
　
エ
　
北
緯
38°21.14′，

東
経
141°22.46′の

点
　
オ
　
北
緯
38°21.12′，

東
経
141°22.42′の

点
　
カ
　
北
緯
38°21.95′，

東
経
141°21.55′の

点

オ
及
び
カ
の
点
に
夜

間
識
別
可
能
な
標
識

を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

石
巻
市

渡
波
（
佐
須
浜
を
除

く
。）

平
成
29年
10月
１
日

か
ら
平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3147

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

東
松
島
市

宮
戸
室
浜
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°20.40′，

東
経
141°12.75′の

点
　
イ
　
北
緯
38°20.29′，

東
経
141°12.86′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°19.58′，

東
経
141°12.31′の

点
　
エ
　
北
緯
38°19.73′，

東
経
141°12.16′の

点

イ
及
び
ウ
の
点
に
夜

間
識
別
可
能
な
黄
色

の
標
識
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
イ
は
光
達
距
離
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
，

ウ
は
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
）

東
松
島
市

室
浜
，
大
浜

平
成
29年
10月
１
日

か
ら

平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3148

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

東
松
島
市

宮
戸
男
島
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°19.63′，

東
経
141°12.06′の

点

イ
の
点
に
夜
間
識
別

可
能
な
黄
色
の
標
識

を
設
置
し
な
け
れ
ば

東
松
島
市

室
浜
，
大
浜

平
成
29年
10月
１
日

か
ら
平
成
30年
８
月
31日
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二　

免
許
予
定
日　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日　

三　

申
請
期
間　

平
成
二
十
九
年
九
月
四
日
か
ら
九
月
十
一
日
ま
で

　
イ
　
北
緯
38°19.48′，

東
経
141°12.22′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°19.18′，

東
経
141°11.92′の

点
　
エ
　
北
緯
38°19.17′，

東
経
141°11.66′の

点

な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）
漁

場
ウ
の
位
置
に
夜
間

識
別
可
能
な
赤
色
の

標
識
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

ま
で

区
第
3149

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

東
松
島
市

宮
戸
大
浜
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
オ
，
カ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°19.01′，

東
経
141°11.53′の

点
　
イ
　
北
緯
38°18.91′，

東
経
141°11.66′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°18.56′，

東
経
141°11.32′の

点
　
エ
　
北
緯
38°18.35′，

東
経
141°10.97′の

点
　
オ
　
北
緯
38°18.52′，

東
経
141°10.91′の

点
　
カ
　
北
緯
38°18.68′，

東
経
141°11.24′の

点

イ
，
ウ
及
び
エ
の
点

に
夜
間
識
別
可
能
な

黄
色
の
標
識
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
イ
，
ウ
は
光
達
距

離
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
，
エ
は
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

東
松
島
市

室
浜
，
大
浜

平
成
29年
10月
１
日

か
ら

平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3150

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

東
松
島
市

宮
戸
大
浜
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

区
域
　
ア
　
北
緯
38°18.46′，

東
経
141°10.78′の

点
　
イ
　
北
緯
38°18.27′，

東
経
141°10.85′の

点
　
ウ
　
北
緯
38° 18.25′，

東
経
141°10.35′の

点

イ
の
点
に
夜
間
識
別

可
能
な
黄
色
の
標
識

を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

東
松
島
市

室
浜
，
大
浜

平
成
29年
10月
１
日

か
ら

平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3418

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°17.45′，

東
経
141°6.87′の

点
　
イ
　
北
緯
38°17.02′，

東
経
141°6.94′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°16.89′，

東
経
141°6.85′の

点
　
エ
　
北
緯
38°17.08′，

東
経
141°6.62′の

点

イ
及
び
ウ
の
点
に
夜

間
識
別
可
能
な
黄
色

の
標
識
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
，
吉
田
浜
，

菖
蒲
田
浜

平
成
29年
10月
１
日

か
ら

平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3419

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°16.99′，

東
経
141°6.54′の

点
　
イ
　
北
緯
38°16.78′，

東
経
141°6.77′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°15.56′，

東
経
141°5.84′の

点
　
エ
　
北
緯
38°15.79′，

東
経
141°5.66′の

点

イ
及
び
ウ
の
点
に
夜

間
識
別
可
能
な
黄
色

の
標
識
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

七
ヶ
浜
町

吉
田
浜
，
花
渕
浜
，

菖
蒲
田
浜

平
成
29年
10月
１
日

か
ら

平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3420

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

湊
浜
地
先

　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
エ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

　
ア
　
北
緯
38°14.55′，

東
経
141°3.87′の

点
　
イ
　
北
緯
38°14.03′，

東
経
141°3.77′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°13.21′，

東
経
141°3.21′の

点
　
エ
　
北
緯
38°13.75′，

東
経
141°3.12′の

点

イ
及
び
ウ
の
点
に
夜

間
識
別
可
能
な
黄
色

の
標
識
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
イ
は
光
達
距
離
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
，

ウ
は
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
）

七
ヶ
浜
町

菖
蒲
田
浜
，松
ケ
浜
，

湊
浜
，
遠
山
，

代
ケ
崎
浜
，東
宮
浜
，

要
害

平
成
29年
10月
１
日

か
ら
平
成
30年
８
月
31日

ま
で

区
第
3506

号
第
１
種
区

画
漁
業

の
り
養
殖
業
９
月
１
日
か
ら

翌
年
５
月
31日
ま

で

仙
台
市
蒲
生
地
先
　
次
に
掲
げ
る
点
を
ア
，
イ
，
ウ
，
ア
の
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

区
域
　
ア
　
北
緯
38°13.61′，

東
経
141°3.00′の

点
　
イ
　
北
緯
38°13.06′，

東
経
141°3.11′の

点
　
ウ
　
北
緯
38°13.28′，

東
経
141°2.68′の

点

イ
の
点
に
夜
間
識
別

可
能
な
黄
色
の
標
識

を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
光
達
距
離
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
）

仙
台
市

平
成
29年
10月
１
日

か
ら

平
成
30年
８
月
31日

ま
で
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〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
三
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
五
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

利
府
町

三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

第
一
種
浜
田
漁
港
区
域
内

　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
赤
沼
字
浜
田
一
二
三
番
地
、
一
三
〇
番
地
及
び
一
三
六
番
地
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　

２　

区　

域

　
　

 　

次
の
各
地
点
の
う
ち
①
の
地
点
と
②
の
地
点
と
を
結
ぶ
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
一
日
付
け
宮
城
県
公
報
の
宮
城

県
告
示
第
千
百
二
十
号
で
し
ゅ
ん
功
認
可
の
告
知
が
さ
れ
た
埋
立
地
と
公
有
水
面
と
の
境
界
線
（
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
九

メ
ー
ト
ル
よ
り
決
定
）
②
の
地
点
か
ら
⑤
の
地
点
ま
で
順
次
結
ん
だ
線
及
び
①
の
地
点
と
⑤
の
地
点
と
を
結
ん
だ

線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　

 　

①
の
地
点　

塩
竈
市
杉
ノ
入
裏
地
先
の
岩
井
島
東
北
端
の
基
点
（
北
緯
三
八
度
二
〇
分
三
四
・
二
秒　

東
経
一

四
一
度
〇
二
分
四
二
・
五
秒
）
か
ら
三
五
〇
度
〇
〇
分
〇
二
秒　

七
三
九
・
八
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

②
の
地
点　

①
の
地
点
か
ら　

二
四
四
度
〇
六
分
五
七
秒　

三
九
・
五
九
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

③
の
地
点　

②
の
地
点
か
ら　

一
五
四
度
三
九
分
一
〇
秒　

一
八
・
七
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

④
の
地
点　

③
の
地
点
か
ら　
　

六
二
度
五
二
分
一
七
秒　

三
九
・
八
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

⑤
の
地
点　

④
の
地
点
か
ら　

三
三
三
度
二
八
分
五
一
秒　
　

五
・
九
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面　

積

　
　
　

七
二
七
・
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
埋
立
区
域
）

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

　
　

宮
城
県
（
水
整
）
指
令
第
十
九
号　

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

利
府
町

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
四
号

　

女
川
町
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

名
称　

女
川
町
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

公　
　
　

告

〇
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
八
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
六
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
条
例
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

１
　
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数
　
1,293件

２
　
開
示
請
求
の
件
数
及
び
そ
の
決
定
内
容

　
⑴
　
件
数
及
び
決
定
内
容

受
付
件
数

決
　
　
　
定
　
　
　
内
　
　
　
容

開
　
示

部
　
分

開
　
示

非
開
示

存
否
応

答
拒
否

文
　
書

不
存
在

そ
の
他

処
理
中

327
90

191
0

0
12

34
0

（
注
）「
そ
の
他
」
と
は
，
取
下
げ
又
は
却
下
を
い
う
。

　
⑵
　
実
施
機
関
別
内
訳
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区
　
　
　
分

実
施
機
関
名

件
　
数

決
　
　
　
定
　
　
　
内
　
　
　
容

開
　
示

部
　
分

開
　
示

非
開
示

存
否
応

答
拒
否

文
　
書

不
存
在

そ
の
他

知
事

49
17

25
0

0
4

3

公
営
企
業
管
理
者

0
0

0
0

0
0

0

教
育

委
員

会
49

25
12

0
0

2
10

選
挙
管
理
委
員
会

2
1

0
0

0
1

0

人
事

委
員

会
3

3
0

0
0

0
0

公
安

委
員

会
0

0
0

0
0

0
0

警
察

本
部

長
198

18
154

0
0

5
21

監
査

委
員

0
0

0
0

0
0

0

労
働

委
員

会
0

0
0

0
0

0
0

収
用

委
員

会
0

0
0

0
0

0
0

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

0
0

0
0

0
0

0

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

0
0

0
0

0
0

0

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
病
院
機
構

0
0

0
0

0
0

0

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院

0
0

0
0

0
0

0

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学

26
26

0
0

0
0

0

合
計

327
90

191
0

0
12

34

（
注
）「
そ
の
他
」
と
は
，
取
下
げ
又
は
却
下
を
い
う
。

３
　
開
示
請
求
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
件
数
及
び
そ
の
処
理
状
況

　
⑴
　
件
数
及
び
処
理
状
況

前
年
度

か
ら
の

継
続
分

今
年
度

の
不
服

申
立
て

計

処
　
　
　
理
　
　
　
状
　
　
　
況

決
　
定
　
（
　
裁
　
決
　
）

取
下
げ
審
理
中

却
　
下
棄
　
却
一
　
部

認
　
容
認
　
容

異
　
議

申
立
て

12
0

12
0

10
1

1
0

0

審
　
査

請
　
求

0
3

3
0

0
0

0
0

3

計
12

3
15

0
10

1
1

0
3

　
⑵
　
概
要

　
　
イ
　
宮
城
県
個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。）
に
諮
問
さ
れ
た
も
の

不
服
申
立
て
年
月
日

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

処
理
状
況

平
成
25年
２
月
22日

教
職
員
の
事
故
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

一
部
認
容

平
成
25年
12月
18日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示

決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
22日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
不
存
在
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
22日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
不
存
在
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
17日

平
成
25年
12月
18日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示

決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
22日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
不
存
在
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

認
容

平
成
25年
12月
22日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
不
存
在
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
22日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
不
存
在
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
22日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
不
存
在
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
13日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示

決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
25年
12月
17日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示

決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却
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〇
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
条
例
の
施
行
の
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

平
成
25年
12月
17日

児
童
相
談
記
録
等
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示

決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

棄
却

平
成
28年
７
月
13日

物
件
事
故
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
部
分
開
示
決
定
に
対

す
る
審
査
請
求

審
理
中

平
成
28年
11月
17日

児
童
虐
待
記
録
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
開
示
請
求
の
却

下
に
対
す
る
審
査
請
求

審
理
中

平
成
28年
11月
17日

児
童
虐
待
記
録
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
開
示
請
求
の
却

下
に
対
す
る
審
査
請
求

審
理
中

　
　
ロ
　
審
査
会
に
諮
問
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
（
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）
　
０
件

４
　
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
の
件
数
　
43,308件

５
　
訂
正
請
求
の
件
数
及
び
そ
の
決
定
内
容
　
０
件

６
　
訂
正
請
求
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
件
数
及
び
そ
の
処
理
状
況
　
０
件

７
　
利
用
停
止
請
求
の
件
数
及
び
そ
の
決
定
内
容
　
０
件

８
　
利
用
停
止
請
求
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
件
数
及
び
そ
の
処
理
状
況
　
０
件

９
　
実
施
機
関
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
に
関
す
る
苦
情
の
申
出
の
件
数
及
び
そ
の
処
理
状
況

　
⑴
　
件
数
　
１
件

　
⑵
　
処
理
状
況

苦
情
申
出
年
月
日

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

処
理
状
況

平
成
28年
12月
16日

補
助
事
業
に
係
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

実
施
機
関
へ
伝
達

10　
事
業
者
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
の
件
数
及
び
そ
の
処
理
状
況

　
⑴
　
件
数
　
１
件

　
⑵
　
処
理
状
況

苦
情
相
談
年
月
日

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

処
理
状
況

平
成
29年
２
月
15日

個
人
情
報
に
対
す
る
事
業
者
の
認
識
に
つ
い
て

事
業
者
へ
伝
達

１
　
行
政
文
書
の
開
示
請
求
及
び
開
示
決
定
等

　
⑴
　
件
数
及
び
決
定
内
容

受
付
件
数

決
　
　
　
定
　
　
　
内
　
　
　
容

開
　
示

部
　
分

開
　
示

非
開
示

存
否
応

答
拒
否

文
　
書

不
存
在

そ
の
他

処
理
中

1,334
834

244
4

4
44

204
0

（
注
）「
そ
の
他
」
と
は
，
取
下
げ
又
は
却
下
を
い
う
。

　
⑵
　
実
施
機
関
別
内
訳

区
　
　
　
分

実
施
機
関
名

件
　
数

決
　
　
　
定
　
　
　
内
　
　
　
容

開
　
示

部
　
分

開
　
示

非
開
示

存
否
応

答
拒
否

文
　
書

不
存
在

そ
の
他

知
事

1,135
773

176
1

3
18

164

公
営
企
業
管
理
者

8
0

6
0

0
1

1

教
育

委
員

会
70

21
20

1
0

13
15

選
挙
管
理
委
員
会

21
5

11
0

0
2

3

人
事

委
員

会
1

0
0

0
0

0
1

監
査

委
員

10
1

5
0

0
3

1

公
安

委
員

会
0

0
0

0
0

0
0

警
察

本
部

長
72

32
21

2
1

1
15

労
働

委
員

会
2

0
0

0
0

0
2

収
用

委
員

会
0

0
0

0
0

0
0

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

0
0

0
0

0
0

0
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〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
高
柳
字
皇
檀
ヶ
原
一
番
一
の
一
部

　

名
取
市
下
余
田
字
中
荷
六
百
六
十
一

－

五

　

 

大
槻　

健
夫　
　
　
　
　
　
　
　

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

0
0

0
0

0
0

0

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
病
院
機
構

0
0

0
0

0
0

0

地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院

0
0

0
0

0
0

0

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学

0
0

0
0

0
0

0

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

11
2

3
0

0
6

0

宮
城
県
道
路
公
社

4
0

2
0

0
0

2

宮
城
県
土
地
開
発
公
社

0
0

0
0

0
0

0

合
計

1,334
834

244
4

4
44

204

（
注
）「
そ
の
他
」
と
は
，
取
下
げ
又
は
却
下
を
い
う
。

２
　
不
服
申
立
て

　
⑴
　
件
数
及
び
処
理
状
況

前
年
度

か
ら
の

継
続
分

今
年
度

の
不
服

申
立
て

計

処
　
　
　
理
　
　
　
状
　
　
　
況

決
　
定
　
（
　
裁
　
決
　
）

取
下
げ

審
理
中

却
　
下
棄
　
却
一
　
部

認
　
容
認
　
容

異
　
議

申
立
て

6
0

6
0

1
1

0
0

4

審
　
査

請
　
求

4
3

7
0

3
1

0
0

3

計
10

3
13

0
4

2
0

0
7

　
⑵
　
概
要

　
　
イ
　
宮
城
県
情
報
公
開
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。）
に
諮
問
さ
れ
た
も
の

不
服
申
立
て
年
月
日

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

処
理
状
況

平
成
26年
11月
３
日

森
林
簿
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
部
分
開
示
決
定
に
対
す
る
異
議

申
立
て

棄
却

平
成
27年
７
月
８
日

国
家
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
部
分
開
示
決

定
に
対
す
る
審
査
請
求

棄
却

平
成
27年
７
月
８
日

国
家
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
部
分
開
示
決

定
に
対
す
る
審
査
請
求

一
部
認
容

平
成
27年
７
月
８
日

国
家
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
非
開
示
決
定

に
対
す
る
審
査
請
求

棄
却

平
成
27年
７
月
８
日

国
家
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
関
係
文
書
に
係
る
開
示
請
求
却
下
に
対
す

る
審
査
請
求

棄
却

平
成
27年
７
月
21日

地
質
調
査
報
告
書
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
部
分
開
示
決
定
に
対

す
る
異
議
申
立
て

一
部
認
容

平
成
27年
８
月
21日

工
事
詳
細
設
計
業
務
報
告
書
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
非
開
示
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

審
理
中

平
成
27年
10月
23日

教
科
書
採
択
議
事
録
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
部
分
開
示
決
定
に

対
す
る
異
議
申
立
て

審
理
中

平
成
28年
３
月
７
日

核
燃
料
税
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
部
分
開
示
決
定
に
対
す
る
異

議
申
立
て

審
理
中

平
成
28年
３
月
７
日

住
宅
共
益
費
関
係
文
書
に
係
る
行
政
文
書
不
存
在
決
定
に
対
す
る
異

議
申
立
て

審
理
中

平
成
28年
８
月
18日

建
設
業
指
導
関
係
文
書
に
係
る
存
否
応
答
拒
否
決
定
に
対
す
る
審
査

請
求

審
理
中

平
成
29年
１
月
５
日

産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
関
係
文
書
に
係
る
存
否
応
答
拒
否
決
定
に
対

す
る
審
査
請
求

審
理
中

平
成
29年
３
月
２
日

出
動
要
請
報
告
書
関
係
文
書
に
係
る
存
否
応
答
拒
否
決
定
に
対
す
る

審
査
請
求

審
理
中

　
　
ロ
　
審
査
会
に
諮
問
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
（
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）
　
０
件
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仙
台
市
若
林
区
上
飯
田
一
丁
目
九
番
十
六
号
ア
ヴ
ァ
ン

セ
タ
ウ
ン
Ｄ
棟
一
〇
二
号

　

 

大
槻　
　

崇　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
大
代
五
丁
目
五
十
四
番
三
十
八
、
五
十
四
番

四
十
七
、
五
十
四
番
四
十
八
、
五
十
四
番
四
十
九
、
五
十

四
番
五
十

　

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
一
丁
目
五
番
地
の
九

 

ス
モ
リ
工
業
株
式
会
社　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。　　
　
　
　
　

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ⅲ
）
構
築
及
び
賃
貸

借
等
業
務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
教
育
企
画
室　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
二
番
七
十
号

五　

落
札
金
額　

十
五
億
三
千
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。　　
　
　
　
　

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ⅲ
）
回
線
使
用
等
業

務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
教
育
企
画
室　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

　

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

四 　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

日
本
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社　

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
七
番
一

号
五　

落
札
金
額　

一
億
六
千
百
六
十
二
万
二
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

追
記
端
末
装
置
等
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
営
業
本
部　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三

丁
目
四
番
一
号

五　

落
札
金
額　

八
千
二
百
三
十
四
万
七
千
八
百
四
十
円　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
九
年
六
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
県
間
通
信
装
置
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
営
業
本
部　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
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丁
目
四
番
一
号

五　

落
札
金
額　

四
千
七
百
七
十
五
万
七
千
六
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
九
年
六
月
九
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
19号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
29年
４
月

か
ら
６
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
29年
９
月
１
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
地
方
機
関

　
　
消
防
学
校
 

６
月
７
日

〇
環
境
生
活
部

　
地
方
機
関

　
　
食
肉
衛
生
検
査
所
 

５
月
26日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関

　
　
計
量
検
定
所
 

４
月
20日

　
　
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
 

５
月
10日

○
教
育
庁

　
地
方
機
関

　
　
北
部
教
育
事
務
所
 

６
月
６
日

　
　
東
部
教
育
事
務
所
 

４
月
19日

　
　
蔵
王
自
然
の
家
 

６
月
８
日

　
　
仙
台
第
一
高
等
学
校
 

５
月
12日

　
　
仙
台
第
二
高
等
学
校
 

５
月
10日

　
　
塩
釜
高
等
学
校
 

６
月
13日

　
　
石
巻
好
文
館
高
等
学
校
 

５
月
17日

　
　
松
島
高
等
学
校
 

６
月
13日

　
　
村
田
高
等
学
校
 

６
月
８
日

　
　
岩
出
山
高
等
学
校
 

５
月
18日

　
　
仙
台
向
山
高
等
学
校
 

６
月
５
日

　
　
仙
台
南
高
等
学
校
 

５
月
19日

　
　
石
巻
西
高
等
学
校
 

５
月
17日

　
　
富
谷
高
等
学
校
 

６
月
７
日

　
　
迫
桜
高
等
学
校
 

５
月
26日

　
　
黒
川
高
等
学
校
 

６
月
16日

　
　
柴
田
農
林
高
等
学
校
 

６
月
14日

　
　
古
川
工
業
高
等
学
校
 

５
月
18日

　
　
一
迫
商
業
高
等
学
校
 

５
月
30日

　
　
美
田
園
高
等
学
校
 

４
月
18日

　
　
聴
覚
支
援
学
校
 

４
月
18日

　
　
船
岡
支
援
学
校
 

４
月
25日

　
　
西
多
賀
支
援
学
校
 

４
月
20日

　
　
金
成
支
援
学
校
 

５
月
30日

　
　
角
田
支
援
学
校
 

４
月
13日

　
　
石
巻
支
援
学
校
 

４
月
19日

　
　
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
 

４
月
25日

○
警
察
本
部

　
地
方
機
関

　
　
岩
沼
警
察
署
 

６
月
14日

　
　
大
和
警
察
署
 

５
月
24日

　
　
気
仙
沼
警
察
署
 

４
月
26日

　
　
南
三
陸
警
察
署
 

４
月
27日

　
　
遠
田
警
察
署
 

６
月
６
日
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白
石
警
察
署
 

４
月
25日

　
　
角
田
警
察
署
 

４
月
13日

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
28年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に

注
意
を
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
，
宮
城
県
警
察
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
仙
台
第
一
高
等
学
校

　
　
 　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
等
使
用
料
に
つ
い
て
，
翌
年
の
３
月
１
日
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
6,930円

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
20号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
29年
７
月

か
ら
８
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
29年
９
月
１
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
本
庁

　
　
秘
書
課
 

７
月
７
日

　
　
人
事
課
・
行
政
管
理
室
 

７
月
25日

　
　
行
政
経
営
推
進
課
 

７
月
25日

　
　
職
員
厚
生
課
 

７
月
11日

　
　
私
学
文
書
課
・
県
政
情
報
公
開
室
 

７
月
25日

　
　
広
報
課
 

７
月
11日

　
　
財
政
課
 

７
月
28日

　
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室
 

７
月
28日

　
　
市
町
村
課
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

７
月
20日

　
　
管
財
課
 

７
月
12日

　
　
危
機
対
策
課
 

７
月
20日

　
　
消
防
課
・
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
 

７
月
12日

〇
震
災
復
興
・
企
画
部

　
本
庁

　
　
震
災
復
興
・
企
画
総
務
課
 

７
月
28日

　
　
震
災
復
興
推
進
課
 

７
月
11日

　
　
震
災
復
興
政
策
課
 

７
月
11日

　
　
地
域
復
興
支
援
課
 

７
月
13日

　
　
総
合
交
通
対
策
課
 

７
月
７
日

　
　
統
計
課
 

７
月
11日

　
　
情
報
政
策
課
・
情
報
産
業
振
興
室
 

７
月
13日

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
 

７
月
13日

〇
環
境
生
活
部

　
本
庁

　
　
環
境
生
活
総
務
課
 

７
月
27日

　
　
環
境
政
策
課
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
 

７
月
７
日

　
　
環
境
対
策
課
 

７
月
20日

　
　
原
子
力
安
全
対
策
課
 

７
月
13日

　
　
自
然
保
護
課
 

７
月
18日

　
　
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
 

７
月
13日

　
　
循
環
型
社
会
推
進
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室
 

７
月
20日

　
　
消
費
生
活
・
文
化
課
 

７
月
18日

　
　
共
同
参
画
社
会
推
進
課
 

７
月
７
日

〇
保
健
福
祉
部

　
本
庁
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保
健
福
祉
総
務
課
・
震
災
援
護
室
 

７
月
28日

　
　
社
会
福
祉
課
 

７
月
27日

　
　
医
療
整
備
課
・
医
師
確
保
対
策
室
 

７
月
18日

　
　
長
寿
社
会
政
策
課
 

７
月
25日

　
　
健
康
推
進
課
・
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
 

７
月
26日

　
　
子
育
て
支
援
課
 

７
月
25日

　
　
障
害
福
祉
課
 

７
月
25日

　
　
薬
務
課
 

７
月
７
日

　
　
国
保
医
療
課
 

７
月
７
日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
本
庁

　
　
経
済
商
工
観
光
総
務
課
・
富
県
宮
城
推
進
室
・
企
業
復
興
支
援
室
 

７
月
28日

　
　
新
産
業
振
興
課
 

７
月
19日

　
　
産
業
立
地
推
進
課
・
自
動
車
産
業
振
興
室
 

７
月
18日

　
　
商
工
金
融
課
・
中
小
企
業
支
援
室
 

７
月
19日

　
　
産
業
人
材
対
策
課
 

７
月
19日

　
　
雇
用
対
策
課
 

７
月
26日

　
　
観
光
課
 

７
月
12日

　
　
国
際
経
済
・
交
流
課
・
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
 

７
月
12日

〇
農
林
水
産
部

　
本
庁

　
　
農
林
水
産
総
務
課
・
農
林
水
産
政
策
室
 

７
月
28日

　
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課
 

７
月
14日

　
　
食
産
業
振
興
課
 

７
月
20日

　
　
農
業
振
興
課
 

７
月
19日

　
　
農
産
園
芸
環
境
課
 

７
月
20日

　
　
畜
産
課
・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
推
進
室
 

７
月
18日

　
　
農
村
振
興
課
 

７
月
14日

　
　
農
村
整
備
課
・
農
地
復
興
推
進
室
 

７
月
20日

　
　
林
業
振
興
課
 

７
月
25日

　
　
森
林
整
備
課
 

７
月
20日

　
　
水
産
業
振
興
課
（
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
，
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
）

 
７
月
25日

　
　
水
産
業
基
盤
整
備
課
・
漁
港
復
興
推
進
室
 

７
月
26日

〇
土
木
部

　
本
庁

　
　
土
木
総
務
課
 

７
月
28日

　
　
事
業
管
理
課
 

７
月
11日

　
　
用
地
課
（
収
用
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

７
月
10日

　
　
道
路
課
 

７
月
27日

　
　
河
川
課
 

７
月
26日

　
　
防
災
砂
防
課
 

７
月
19日

　
　
港
湾
課
 

７
月
27日

　
　
空
港
臨
空
地
域
課
 

７
月
７
日

　
　
都
市
計
画
課
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
 

７
月
27日

　
　
下
水
道
課
 

７
月
26日

　
　
建
築
宅
地
課
 

７
月
10日

　
　
住
宅
課
・
復
興
住
宅
整
備
室
 

７
月
19日

　
　
営
繕
課
 

７
月
19日

　
　
設
備
課
 

７
月
19日

〇
出
納
局

　
本
庁

　
　
会
計
課
・
会
計
指
導
検
査
室
 

７
月
10日

　
　
契
約
課
 

７
月
10日

　
　
検
査
課
 

７
月
12日

〇
議
会
事
務
局
 

７
月
27日

〇
教
育
庁

　
本
庁

　
　
総
務
課
・
教
育
企
画
室
 

７
月
28日

　
　
福
利
課
 

７
月
13日

　
　
教
職
員
課
 

７
月
７
日

　
　
義
務
教
育
課
・
特
別
支
援
教
育
室
 

７
月
19日
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高
校
教
育
課
 

　
７
月
10日

　
　
施
設
整
備
課
 

７
月
27日

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
・
全
国
高
校
総
体
推
進
室
 

７
月
14日

　
　
生
涯
学
習
課
・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
 

７
月
14日

　
　
文
化
財
保
護
課
 

７
月
10日

〇
警
察
本
部
 

７
月
31日
・
８
月
４
日

〇
人
事
委
員
会
事
務
局
 

７
月
13日

〇
監
査
委
員
事
務
局
 

７
月
27日

〇
労
働
委
員
会
事
務
局
 

７
月
25日

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
28年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に

注
意
を
し
ま
し
た
。

　
 　
な
お
，
宮
城
県
警
察
本
部
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
人
事
課
・
行
政
管
理
室

　
　
 　
国
際
経
済
・
交
流
課
に
お
け
る
過
誤
払
返
納
金
の
調
定
に
お
い
て
，
事
務
処
理
の
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
通
勤
手
当
の
返
納
処
理
に
つ
い
て
，
新
所
属
で
あ
る
人
事
課
が
行
う
事
務
処
理
が

遅
延
し
た
こ
と
に
よ
り
，
旧
所
属
で
あ
る
国
際
経
済
・
交
流
課
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
生
じ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
28,970円

　
⑵
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,604,680,723円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,576,717,505円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

4,181,398,228円

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,735,423,962円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

3,044,091,239円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

4,779,515,201円

　
⑶
　
環
境
政
策
課
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室

　
　
 　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
（
平
成
23年
度
産
業
廃
棄
物
再
資
源
化
・
再
生
資
源
利
活
用
設
備
等
整
備
事
業
費
及
び

平
成
24年
度
み
や
ぎ
産
業
廃
棄
物
３
Ｒ
等
推
進
設
備
事
業
に
係
る
返
還
金
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の

で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

36,118,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

36,118,000円

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

36,118,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

36,118,000円

　
⑷
　
循
環
型
社
会
推
進
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室

　
　
 　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の

で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

28,710,603円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

608,266,133円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

636,976,736円

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

64,654,681円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

544,453,759円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

609,108,440円

　
⑸
　
子
育
て
支
援
課

　
　
 　
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
児
童
保
護
費
，
過
誤
払
返
納
金
及
び
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
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金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

11,418,479円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

81,540,568円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

92,959,047円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

12,305,948円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

83,673,066円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

95,979,014円

　
　
　
〇
児
童
保
護
費

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,290,180円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

10,028,060円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

14,318,240円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,396,940円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

10,507,990円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

12,904,930円

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
里
親
委
託
費
）

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,372,994円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,372,994円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

72,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,300,994円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,372,994円

　
　
　
〇
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
金

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

168,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

13,021,610円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

13,189,610円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

493,860円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

14,472,070円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

14,965,930円

　
⑹
　
障
害
福
祉
課

　
　
 　
予
算
執
行
に
お
い
て
，
適
正
さ
を
欠
い
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
歳
出
予
算
に
つ
い
て
，
地
方
自
治
法
で
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
各
項
の
間
」
の
流
用
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
流
用
元
　
第
３
款
　
第
１
項
　
第
７
目

　
　
　
　
・
流
用
先
　
第
３
款
　
第
２
項
　
第
５
目

　
　
　
　
・
流
用
額
　
681,812円

　
　
〇
 障
害
児
施
設
の
工
事
に
伴
う
予
算
に
つ
い
て
，
補
正
予
算
へ
の
増
額
計
上
を
失
念
し
た
こ
と
に
よ
り
，
予
算
額

を
超
え
た
執
行
が
行
わ
れ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
不
足
予
算
額
　
762,960円

　
⑺
　
経
済
商
工
観
光
総
務
課
・
富
県
宮
城
推
進
室
・
企
業
復
興
支
援
室

　
　
 　
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
金
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ

る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

5,361,111円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

624,132,558円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

629,493,669円

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

16,822,765円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

624,132,558円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

640,955,323円

　
⑻
　
雇
用
対
策
課
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補
助
金
等
精
算
返
還
金
及
び
過
誤
払
返
納
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
補
助
金
等
精
算
返
還
金
（
雇
用
維
持
奨
励
金
及
び
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
）

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

64,518,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,105,938円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

65,623,938円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

517,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

588,938円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,105,938円

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
）

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

12,912,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

4,494,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

17,406,000円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,544,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

4,544,000円

　
⑼
　
国
際
経
済
・
交
流
課
・
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室

　
　
 　
過
誤
払
返
納
金
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
 　
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
通
勤
手
当
の
返
納
処
理
に
つ
い
て
，
調
定
遅
延
が
生
じ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
28,970円

　
⑽
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課

　
　
 　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
違
約
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,917,407円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

　
0円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

8,917,407円

　
⑾
　
住
宅
課
・
復
興
住
宅
整
備
室

　
　
 　
県
営
住
宅
使
用
料
及
び
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，

な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
県
営
住
宅
使
用
料

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

19,723,719円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

29,704,018円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

49,427,737円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

15,141,480円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

35,612,802円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

50,754,282円

　
　
　
〇
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,689,200円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,760,500円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

3,449,700円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,421,950円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,084,520円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

3,506,470円

　
⑿
　
高
校
教
育
課

　
　
 　
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）
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公
安
委
員
会

　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

75,275,305円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

130,011,143円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

205,286,448円

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

69,198,456円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

89,517,912円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

158,716,368円

　
⒀
　
警
察
本
部

　
　
 　
損
害
賠
償
金
，
放
置
違
反
金
及
び
延
滞
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権

管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
損
害
賠
償
金

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,278,800円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

20,064,744円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

22,343,544円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,842,560円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

17,668,184円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

20,510,744円

　
　
　
〇
放
置
違
反
金

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,291,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

6,080,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

9,371,000円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,917,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

7,818,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

12,735,000円

　
　
　
〇
延
滞
金
（
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金
）

　
　
　
　
・
平
成
28年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

464,500円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,062,100円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,526,600円

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

712,900円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

997,400円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,710,300円

　
⒁
　
警
察
本
部

　
　
 　
補
助
金
の
実
績
報
告
書
に
お
い
て
，
不
適
正
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
 補
助
金
に
つ
い
て
，
実
績
報
告
書
の
提
出
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
，
会
計
年
度
内
に
概
算
払
い
の
精
算
が
行

わ
れ
ず
，
補
助
金
の
返
還
に
伴
う
調
定
が
翌
年
度
に
な
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
１
件

　
　
　
　
・
返
納
額
　
474,164円

　
　
　
〇
補
助
金
の
実
績
報
告
書
に
つ
い
て
，
引
き
続
き
提
出
期
限
が
守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
３
件

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
9
号

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
29年
９
月
１
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
森
山
　
博
　
　

　
　
　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
29年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

改
正
前

改
正
後

別
表
第
1
（
第
３
条
関
係
）

交
番
の
名
称
及
び
位
置

別
表
第
1
（
第
３
条
関
係
）

交
番
の
名
称
及
び
位
置

宮　　城　　県　　公　　報（19）　平成29年９月１日　金曜日 第2888号



警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

女
川
交
番

牡
鹿
郡
女
川

町
女
川
浜
字

女
川
310番

地
１
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

（
略
）

別
表
第
2
・
別
表
第
3
　
（
略
）

別
表
第
4
（
第
４
条
関
係
）

　
仙
台
中
央
警
察
署
～
大
和
警
察
署
　
（
略
）

　
石
巻
警
察
署

名
称

受
持
区
域

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

女
川
交
番

牡
鹿
郡
女
川

町
女
川
浜
字

大
原
１
番
地

の
25　
Ｓ
Ｇ

10街
区
１
画

地

（
略
）

別
表
第
2
・
別
表
第
3
　
（
略
）

別
表
第
4
（
第
４
条
関
係
）

　
仙
台
中
央
警
察
署
～
大
和
警
察
署
　
（
略
）

　
石
巻
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

野
蒜
駐
在
所

東
松
島
市
の
う
ち

浅
井
、
大
塚
、
新
東
名
一
丁

目
か
ら
新
東
名
四
丁
目
ま

で
、
野
蒜

、
宮
戸

（
略
）

　
気
仙
沼
警
察
署
～
亘
理
警
察
署
　
（
略
）

（
略
）

野
蒜
駐
在
所

東
松
島
市
の
う
ち

浅
井
、
大
塚
、
新
東
名
一
丁

目
か
ら
新
東
名
四
丁
目
ま

で
、
野
蒜
、
野
蒜
ケ
丘
一
丁

目
か
ら
野
蒜
ケ
丘
三
丁
目
ま

で
、
宮
戸

（
略
）

　
気
仙
沼
警
察
署
～
亘
理
警
察
署
　
（
略
）
　

　
備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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